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平成 28年度 研究計画（ホームページで公開）  Research Plan FY2016 (Post on Website) 

主たる研究テーマ 

Principal Research Subject  

中央ヨーロッパ・ドイツ系中等学校の比較研究－国家・地域を越えたシステ

ムの検討 

研究計画（400字～500字で記入すること。） Research Plan  (Approximately 100 Words) 

「社会における諸要求の結節点としての学校」（P. ルントグレーン）という考えに立ち、本研究では、これまでの研究史を

受けつつ、第一次世界大戦前の中央ヨーロッパおける中等学校を研究対象としてとりあげ、既存の教育社会史研究に欠落して

いた新しい視点を提供することを試みる。具体的には、ドイツ語系中等学校がその社会的機能に基づき、中央ヨーロッパとい

う広い地域における「システム」を構築していた、ということを描き出し、中等学校史の新たな一面を提示する。 

平成 28年度の具体的な作業としては、①国内外において、研究に必要な基本資料を渉猟し、②収集した資料について精査

し、データベースを構築、③平成 29年度の研究に向け、課題の洗い出しをおこなう。 

（今年度の研究は科学研究費補助金（基盤研究（C））「中央ヨーロッパ・ドイツ系中等学校の比較研究－国家・地域を越え

たシステムの検討」に基づくものである） 

共同研究可能な分野 

Research Fields feasible 

for joint research  *1 

ドイツ史 教育社会史 比較史   

キーワード Keywords*2 ドイツ 中央ヨーロッパ 中等学校 学校システム  

 


